
令和６年度地域貢献プロジェクト事業報告書 

 

キャンパス名  函 館 校 

代表者氏名 鈴 木  淳 

プロジェクト名 道南地域等における学校臨床研究による若手教員の指導力向上に関する調査研究 

プロジェクトの

概要 

 

本プロジェクトでは、これからの時代の変化に応じた高い資質・能力を身に付けた

教師の育成に向け、道南地域等の若手教員と連携し、研究代表者が担当する授業「学

校臨床研究」（省察科目）において、授業者から提供される授業観察や、履修学生と

の研究協議を通じて、教員養成段階において求められる授業力などについて考察す

る。また、授業者に授業力等に係る内容のインタビューを行い、その内容を履修学生

に視聴させ、今後、求められる授業力に資する資質・能力などについて自己評価及び

比較検証などを行う。さらに、２名の学部４年生の SA（スチューデント・アシスタン

ト）に授業撮影等を補助してもらい、教員を目指している学部生自身が必要と考える

授業力等について情報交換を行い、その内容等を分析する。 

地域・学校・子ど

も等に還元した

成果 

 

本プロジェクトを通じて、協力校である森町立森小学校の教員 2名（新卒 2年目

と 4年目）の授業分析で得られた授業作りの視点や、今後、必要と思われる指導力

のポイント等について、履修生と協議することにより、2名の授業者自身のこれま

での授業実践の省察（リフレクション）にもつながり、新たな授業改善の視点等を

得ることができた。また、森小学校の管理職からは若手教員育成に関わる OJTにも

つながり、実践的な感覚等が身に付き、教師自身の学びにつながるものと評価され

た。このことを踏まえ、森町教育委員会自体も次年度以降は、町内の他の学校（さ

わら小学校、鷲ノ木小学校）にも広げ、町内全体で「学校臨床研究」の授業協力体

制を構築し、若手教員育成や、学校全体の活性化にもつなげていく方向で確認した

ところ。 

※令和 7年度においても後期授業「学校教育の実践と省察」への協力依頼済 

学生資質向上・教

職資質向上のた

めに果たした成

果 

 

本プロジェクトを通じて、これからの授業作りに求められる具体的な指導内容や

指導方法等に関わるポイント等について、今後、教員を目指している学部生（SA2

名の学生も含む）に理解・定着に努めることで、一人一人の指導力向上に係る身に

付けるべき資質・能力等について分析したり、自らの振り返り（省察・リフレクシ

ョン）による気づき等を通して、自己の学びの成果が可視化されていくことを「学

校臨床研究」の授業における学修評価等で把握することができた。 

特に、SA2名は、新卒教員採用登録となった 11月以降、自己課題と真摯に向き合

い、授業補助のみならず次年度以降の自分自身の教職につながるイメージをもちな

らが、授業支援や履修生への助言などを積極的に行われていた様子がうかがえた。 

キャンパス及び

大学への貢献 

「学校臨床研究」及び「教職実践研究」における教員研修の一つである授業力向

上に資する具体的な実践成果等に基づき、授業改善の視点等を具体的に理解するこ

とができる。また、教育実習校の課題研究授業等を観察する視点等の指導等に活用

することで、4年生後期に履修する「教職実践演習」の学修内容にも関連させるこ

とができる。 

その他に、附属小学校からの授業提供や授業者との協議等を通して、附属学校教

員自身の指導力向上に関する振り返りの一助となった。今後とも、附属学校教員と

履修生とのつながりをもつことで、教育実習の内容の改善・充実にもつながる。 

 

※プロジェクトに関係する資料がある場合は、併せて提出してください。 





令和６年度地域貢献プロジェクト事業 報告参考資料

■後期授業「学校臨床研究」授業プレゼンから抜粋■



◎個人課題（第一ユニット）の振り返り → 主な内容を掲載（参考資料）

＊児童との信頼関係
＊児童との関わり方
（声掛け、発問、問い返し、指示など）
＊弾力的な指導過程の流し方
＊授業展開や指導方法に焦点化
＊児童の実態に合わせて指導過程の工夫
＊導入の組み立て方
＊軸がぶれない指導過程
＊学年に応じた指導方法
＊導入部分における児童の興味の引き出し方
＊ＩＣＴを活用した授業展開
＊瞬時に対応する指導の在り方
＊机間指導のポイント整理

＊具体的な課題設定の工夫
＊自分で気付いていなかった課題設定
＊自分の強みを生かした授業設計
＊授業力向上に向けた課題設定
＊第１ユニットの学びを第２ユニットにつなげる
課題設定

＊授業の見方や疑問の出し方が変わったので課題設
定も工夫

＊今後の教育実習に生かす課題設定
＊教育実習前と実習後の授業を観察する視点の変化
＊他人の課題から学ぶ
＊「子どもの視点」を積極的に取り入れた課題設定

★第２ユニットにつながる
具体的な内容

★第２ユニットの課題設定
に向けて



■森小・市原学級での授業風景の一コマ■



■市原先生の授業感想■（一部抜粋）

★児童の集中力や興味関心に合わせて、臨機応変に活動内容を変えていたのが印象的だった。
★市原先生が発した言葉の一つ一つは児童に伝わるものであったのですごいなと思いました。
★的を得た良い考えだけでなく、漢字の指導では間違っている考えも取り上げて全員で正誤を確かめる
工夫もみられて、その面でも全員が参加する授業になっていて参考になりました。

★根拠なくこっちの方が良いかなと思い，児童と接してしまう場面が実習中にはあったので，根拠や
意図を持って児童に働きかけを行なっている部分が凄いなと感じました。

★市原先生が子どもの実態をよく知った上で構成されていた授業だと思い、子どもの学びを止めない
よう指導案の計画をその都度変更していた、私の理想の授業だと感じました。

★指導案はあくまで目安であり、その時の児童の様子に合わせて授業を展開することが必要であるという
ことを学ぶことができました。児童のことを一番に思って授業をすることが教師の役目であると改めて
わかりました。

■自分で得た学び■ （一部抜粋）

★授業では、ペアでの学習、意見の発表が多く取り入れられていました。その際、他者を配慮して関わろ
うとする能力や級友の発言に注目させるような手立てが普段から行われていることがわかりました。

★教師が教えるのではなく、児童と一緒に考える時間を設けることを意識していきたいと感じました。
★子どもたちの反応から実態に適した授業に臨機応変に変えていく柔軟さも重要である事を学びました。
★どこに興味を持たせる導入にするのか、学年や発達段階に応じた方法で行うことが大切だと学びました。
★授業でやることは一つ一つ次の活動だったり、一年後の姿に繋がっているように感じ、何が必要か常に
考え児童と関わっていくことの必要性を学ぶことができました。



授業者へのインタビュー



■探究キーワード①■

★指導技術
★児童への支援
★児童を置いてかない指導
★ICTと紙媒体を活用した授業づくり
★児童にとって良い授業
★児童からの視点 ★評価

A
★教師の授業スキル
（発問、板書、支援）

★児童の心をつかむ（興味関心、支援）
★導入 ★興味 ★児童の発言 ★机間指導
★集中力 ★充実 ★グループワーク
★児童の実態 ★関わり方

B

★児童の発言や先生の発問
★発問
（数、つなげ方、内容、難易度）

★導入 ★時間配分 ★時間の使い方
★児童の対応方法 ★ICT
★分かりやすい板書
★学習目標を達成するための指導過程

C
★興味・関心
★一人一人に合わせた授業
★児童の声 ★授業の流れ
★指導者側 ★教師から児童への声がけ
★授業構成 ★反応

D



Aグループ

【指導技術】
（発問、板書など）

【授業全体】
（指導過程、授業時間等）

【児童への関わり方】
（含む：支援）

【その他】
（教材、グループ構成等）



【授業観察と省察】

◎授業視聴 ※45分
※授業メモは指導案に
お願いします。

※課題解決整理シート
②、③への記入も可

https://youtu.be/XJN4radzk4c

https://youtu.be/XJN4radzk4c






■12月11日（水）のライブ配信授業（八幡小・大岩先生）■





■第３ユニットで取り組みたいこと等を整理してください。■ ※１月８日〆の提出資料から一部抜粋

＊明白になってきた課題と向き合い、自分たちが目指す良い授業を実現するためにはどうすればよいのか、
しっかり考えていきたい。

＊理想とする授業について，スライドを作っていくと思うが，私のグループには特別支援に興味のある人が
多いが，特別支援関係なく困難を抱えてる子どもにどう対応していくことが理想的なのかをみんなで考え
ていきたい。ありきたりな支援方法だけではなく，オリジナルな方法を見つけていきたい。

＊ICTをどうやって理解を深めるために活用していけるか深堀したい。
＊グループで話し合った結果、「支援」と「興味関心」がキーワードとなった。それを上手く引き出す授業
を作っていくために特に「支援」に焦点をあてて「興味関心」に広げて行きたいと考えた。

＊抽象度の高い授業案ではなく、より現場で実践することが考慮された具体的で再現性のある授業案の提案
を目指していきたいです。

＊来期の実習に生かせるように学べるものを増やしたいです。
＊どういう課題があって、授業の見学からどういう部分に注目した結果どう考えたのかという部分もみれる
と更に深まると感じた。みんなが課題と感じたこと、さらに解決したいことを共有して、自分が重要視し
ていなかったけど大切なことに気づくことで学びを広げていきたい。

＊ICTと板書を上手く使い分けた授業を展開したい。私たちのグループは「発問」が1番の課題であるが、そ
の発問を広げるためにもICTの使用は効果的だと考えているからだ。

＊教育実習で持った課題を解決していく集大成となるので、課題をより深く考え、学んだことをどう授業に
取り込んでいくか考えていきたい。

★先生方からもっとアドバイスがほしいです。グループで離している途中で考えが煮詰まることが多いので
先生方の意見や新たな視点もいただきたいです。



「理想とする授業」構想提案プレゼン作成例 （Dグループを参考）



■第１会場（前方）
Ｃグループ（６年道徳）
Ｄグループ（５年社会）
Ｅグループ（２年算数）
Ｇグループ（３年社会）

「理想とする授業」パネルディスカッション

■第２会場
Ａグループ（２年算数）
Ｂグループ（４年算数）
Ｆグループ（２年算数）

＜１グループ＞
〇 プレゼン：１０分～１５分
〇 ディスカッション：１０分
※フロアーの方は、コメント作成
を適宜、お願いします。


